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あ
る
高
齢
者
施
設
の
竣
工

秋
晴
れ
の
な
か
、
あ
る
高
齢
者
福
祉
施
設
が
東
京
か
ら
通
勤
圏
に
あ
る
須
ヶ
崎
市
で
開
業
し
た
。
介
護
保
険
法
施
行
か
ら
七
年
目
に

入
っ
た
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
高
い
丘
に
建
て
ら
れ
た
施
設
か
ら
は
、
木
々
の
あ
い
だ
に
遠
く
陽
光
に
輝
く
海
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
平
屋
の
建
物
は
、

高
齢
者
が
使
う
二
〇
の
個
室
と
、
天
井
の
高
い
広
々
と
し
た
食
堂
兼
用
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
そ
れ
と
小
さ
い
な
が
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

ス
ペ
ー
ス
を
転
用
し
た
集
会
室
か
ら
な
っ
て
い
た
。
福
祉
の
法
的
な
用
途
か
ら
い
え
ば
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
併
設
し
た
単
独
型
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。

さ
さ
や
か
で
あ
っ
た
が
開
業
式
典
に
は
、
こ
の
新
築
建
物
の
建
築
主
で
あ
っ
た
地
主
夫
妻
や
建
物
を
借
り
上
げ
介
護
事
業
を
営
む
民

間
福
祉
企
業
の
社
長
の
ほ
か
、
融
資
し
た
銀
行
の
支
店
長
を
は
じ
め
、
近
隣
地
域
で
高
齢
者
介
護
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
福
祉
法
人
の
代
表
者
、

ま
た
建
築
主
の
知
り
合
い
の
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
出
席
し
た
。

福
祉
施
設
に
か
ぎ
ら
ず
、
何
ら
か
の
事
業
を
目
的
と
し
た
建
物
の
完
成
式
典
で
は
、
建
築
と
い
う
一
つ
の
社
会
的
な
行
為
の
完
了
式

で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
事
業
運
営
と
い
う
新
た
な
行
為
の
出
発
の
式
典
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
建
物
の
完
成
披
露
に
は
、
多
く
の
場
合
、

今
後
の
事
業
展
開
に
支
援
が
期
待
さ
れ
る
人
々
が
招
か
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
事
業
の
成
功
が
祈
念
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
建

築
工
事
に
関
与
し
た
人
々
も
招
待
さ
れ
、
今
ま
で
の
建
設
事
業
の
無
事
な
完
了
を
祝
い
、
彼
ら
の
労
が
ね
ぎ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
種
の
建
築
の
竣
工
に
か
か
わ
る
式
典
は
、
そ
れ
ま
で
の
建
設
と
い
う
行
為
を
と
お
し
て
物
理
的
な
空
間
を
つ
く
り
な
が
ら
社
会

的
な
関
係
を
築
い
て
き
た「
建
築
す
る
人
々
」か
ら
、
完
成
建
物
に
対
し
て
新
た
に
社
会
的
な
意
味
付
け
を
行
う「
ユ
ー
ザ
ー
」へ
と
引
き

渡
さ
れ
る
、
そ
の
転
換
点
に
お
け
る
儀
式
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
建
築
空
間
に
お
け
る
意
味
の
転
移
を
社
会
的
に
宣
明
す
る
儀
礼
で

あ
り
、
引
き
渡
さ
れ
る
建
築
空
間
の
生
産
を
担
っ
た
建
設
関
係
者
は
、
儀
礼
の
不
可
欠
な
ア
ク
タ
ー
の
は
ず
で
あ
る
。

普
通
な
ら
ば
、
一
年
半
も
あ
れ
ば
竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
る
は
ず
で
あ
っ
た
こ
の
高
齢
者
施
設
の
完
成
に
は
、
ほ
ぼ
四
年
間
と
い
う
紆
余

曲
折
し
た
年
月
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
あ
い
だ
、
建
設
関
係
者
は
工
事
の
み
な
ら
ず
、
運
営
面
で
も
無
事
な
開
業
を
建
築
主
が
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
業
式
に
は
、
事
業
計
画
の
立
案
か
ら
福
祉
行
政
と
の
折

衝
や
運
営
者
探
し
ま
で
伴
走
し
た
建
築
の
設
計
者
の
み
な
ら
ず
、
最
終
的
な
運
営
者
を
見
つ
け
出
し
事
業
運
営
の
着
地
に
少
な
か
ら
ず

功
績
の
あ
っ
た
建
設
会
社
の
代
表
者
を
は
じ
め
、
誰
一
人
と
し
て
建
設
関
係
者
は
招
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。



iv

目
次

は
じ
め
に
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
vii

第
一
章　

仕
事
の
始
ま
り
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
001

二
〇
〇
三
年
正
月
か
ら
五
月

一　

不
動
産
不
況
と
高
齢
者
施
設	

001

二　

地
主
の
苦
境
と
意
思
確
認	

003

三　

主
要
な
メ
ン
バ
ー
の
躊
躇	

007

四　

高
齢
者
施
設
に
は
良
好
な
敷
地
環
境	

012

五　

与
条
件	

013

六　

豪
華
な
老
人
ホ
ー
ム
と
印
象
の
資
源
化	

015

七　

事
業
枠
組
み
の
模
索
と
、
同
床
異
夢
で
始
ま
る
交
換	

021

第
二
章　

事
業
計
画
づ
く
り
と
メ
ン
バ
ー
集
め
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
024

二
〇
〇
三
年
五
月
か
ら
一
一
月

一　

や
は
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
仮
の
提
案	

024

二　

不
動
産
業
者
と
も
う
一
人
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー	

029

三　

地
主
の
意
思
表
明
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
質	

034

四　

行
政
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
開
始	

039

五　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
な
く
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
複
合
福
祉
施
設	

044

六　

建
築
の
原
則
禁
止
の
解
除
へ
ア
プ
ロ
ー
チ	

050

七　

地
主
の
法
外
な
希
望
は
冗
談
で
は
な
か
っ
た	

052

第
三
章　

資
金
調
達
と
施
設
の
開
設
者
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
055

二
〇
〇
三
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
四
月

一　

基
本
合
意
契
約
の
締
結
に
問
題
発
生	

055

二　

融
資
獲
得
に
向
け
て
銀
行
と
接
触	

058

三　

銀
行
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情	

061

四　

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
社
会
関
係
操
作
の
技
術	

063

五　

融
資
の
具
体
化
と
疑
念
の
高
ま
り	

066

六　

融
資
の
決
定
と
建
築
実
務
の
再
起
動	

073

七　

銀
行
の
審
査
と
安
全
性	

077

八　

銀
行
員
の
業
務	

080

九　

銀
行
の
組
織
制
度
と
官
僚
化	

082

第
四
章　

申
請
と
行
政
の
壁
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
085

二
〇
〇
四
年
三
月
か
ら
八
月

一　

ま
ず
再
開
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
回
る	

087

二　

課
長
代
理
は
異
動
し
、
杉
山
氏
は
遅
れ
始
め
た	

090

三　

担
当
者
に
よ
っ
て
異
な
る
応
対
と
、
議
員
の「
お
願
い
」と
い
う
圧
力	

094

四　
手
続
は
進
む
が
、
杉
山
氏
は
遅
れ
、
農
地
転
用
は
四
条
申
請
か
ら
五
条
申
請
に
変
更	

100

五　

や
む
を
得
ず
施
設
設
置
者
を
医
療
法
人
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
変
更	

103

六　

設
置
者
変
更
に
対
す
る
県
担
当
者
の
反
応	

107



v

目
　
　
次

七　

こ
こ
ま
で
来
て
設
計
変
更	

110

八　

や
っ
と
最
初
の「
受
理
」に
た
ど
り
着
く	

113

九　

寺
山
氏
の
敷
地
は
や
は
り
法
的
不
適
格	

117

一
〇　

県
回
答
、
ま
た
別
の
議
員
の
登
場
。「
事
前
」も
終
了
し
や
っ
と
本
申
請
へ	

120

一
一　
「
流
れ
て
い
る
排
水
」を
流
れ
て
い
る
と
証
明
し
ろ	

126

一
二　

融
資
と
申
請
手
続
き
は
最
終
ス
テ
ー
ジ
へ	

131

一
三　

市
農
業
委
員
会
担
当
者
の
面
子
の
た
め
に	

135

一
四　

申
請
手
続
が
す
べ
て
完
了	

138

一
五　

行
政
職
員
た
ち
の
行
為
環
境
と
彼
ら
の
〈
交
換
〉	

140

第
五
章　

建
設
業
者
の
選
定
と
着
工
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
147

二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
九
月

一　

業
者
選
定
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場	

147

二　

特
命
と
入
札	

150

三　

見
積
合
せ
の
開
始
と「
優
先
権
」と
い
う
重
荷	

155

四　

会
田
氏
の
疑
心	

159

五　

野
村
氏
の
迷
い
と
、
意
欲
を
削
ぐ
会
田
氏
の
自
主
決
定	
163

六　

建
築
に
お
け
る
参
与
者
の
類
型
と
契
約
的
な
関
係
構
図	
169

七　

着
工
直
前
の
準
備	

174

第
六
章　

近
隣
と
建
築
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
177

二
〇
〇
四
年
五
月
中
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬

一　

簡
単
に「
同
意
」し
て
く
れ
な
い
相
手	

177

二　

相
手
の
利
害
関
心
を
刺
激
す
る	

179

三　
「
迷
惑
施
設
」	

180

四　
「
利
害
関
心
」を
梃
子
に
し
た
〈
交
換
〉	

182

五　

駆
け
引
き
の
成
功
と
、
見
え
て
き
た
本
当
の
問
題
点	

185

六　

法
が
製
造
し
た
大
量
の「
潜
在
的
違
法
建
築
」の
問
題	

188

七　

中
高
層
紛
争
防
止
条
例
に
よ
る
近
隣
間
の
葛
藤	

192

八　

頭
上
に
意
識
さ
れ
る
巨
大
な
異
物
感	

196

九　

建
築
の「
量
塊
性
」	

202

一
〇　
「
越
境
す
る
建
築
空
間
」と「
権
利
の
両
属
空
間
」	

203

第
七
章　

運
営
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
離
脱
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
208

二
〇
〇
四
年
八
月
下
旬
か
ら
一
二
月
末

一　

雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た	

208

二　

地
主
の
心
配
と
運
営
者
の
実
像	

212

三　

疑
惑
の
数
々
と
そ
の
信
憑
性	

214

四　

運
営
事
業
者
探
し
を
開
始	

220

五　

杉
山
氏
の
対
抗
行
動	

223

六　

不
動
産
フ
ァ
ン
ド
の
登
場	

227

七　

明
ら
か
に
な
っ
た
地
主
の
調
査
・
分
析
能
力
の
欠
如	

229

八　

フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
異
な
る
評
価
と
期
待	

230

九　

菅
原
氏
は
心
強
い
味
方	

233

一
〇　

杉
山
氏
へ
の
対
策	

234

一
一　

や
は
り
フ
ァ
ン
ド
を
断
る
わ
け
に
は
い
か
な
い	

237



vi

一
二　

専
門
家
た
ち
の
助
言「
工
事
の
一
時
停
止
」	

238

一
三　

会
田
氏
の
不
安
は
限
界
ま
で
高
ま
っ
た	

243

一
四　

参
与
者
た
ち
の
行
動
原
理
と
揺
れ
動
く
感
情	

246

一
五　

最
終
局
面	

250

第
八
章　

運
営
者
探
し
に
お
け
る
苦
戦
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
254

二
〇
〇
四
年
九
月
下
旬
か
ら
一
二
月
末

一　

福
祉
医
療
の
サ
プ
ラ
イ
業
者
、
葬
祭
業
者	

254

二　

高
齢
者
市
場
の
活
況
と
は	

257

三　

菅
原
氏
と
森
氏
の
運
営
者
探
し	

262

四　

福
祉
施
設
開
業
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ	

269

五　

診
療
所
の
開
設
を
支
援
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
志
木
氏	

272

六　

医
療
系
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｊ
Ｔ
Ｔ	

275

七　

医
療
機
関
開
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
高
木
氏	

278

八　

銀
行
系
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト	

279

九　

合
意
の
白
紙
撤
回
と
協
力
者
た
ち
の
動
き	

281

一
〇　

社
会
福
祉
法
人「
す
こ
や
か
」	
286

一
一　

良
い
お
年
に
し
て
く
だ
さ
い
よ	
288

第
九
章　

設
計
と
現
場
工
事
と
い
う
仕
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
292

二
〇
〇
四
年
三
月
か
ら
一
二
月
末

一　

老
人
臭
と
線
香
の
匂
い
、
そ
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー	

292

二　

建
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
数
値
化	

296

三　

設
計
か
ら
現
場
の
監
理
へ	

300

四　

樹
木
伐
採
は
忍
び
な
い	

303

五　

相
続
用
地
へ
の
建
物
の
は
み
出
し	

304

六　

工
程
の
遅
れ	

306

七　

三
Ｋ	

309

八　

現
場
職
人
の
管
理
が
な
っ
て
い
な
い	

312

九　

現
場
一
品
生
産	

315

一
〇　

外
装
材
の
決
定	

319

一
一　

材
料
調
達
に
問
題
発
生
、
役
所
の
中
間
検
査	

321

第
一
〇
章　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
迷
走
と
工
事
停
止
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
324

二
〇
〇
五
年
正
月
か
ら
三
月

一　

協
力
者
た
ち
の
年
初	

324

二　

融
資
条
件
変
更
の
申
入
れ	

325

三　

具
体
的
に
相
手
が
見
え
て
き
た	

328

四　

暗
転
、メ
シ
も
喉
を
通
ら
な
い	

335

五　

メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所	

338

六　

や
っ
と
ま
と
ま
り
そ
う
な
話
に
な
っ
た	

342

七　

思
わ
ぬ
反
発
と
隔
靴
掻
痒
の
交
渉	

345

八　

工
事
の
停
止	

350

第
一
一
章　

新
運
営
者
が
決
定
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
356

二
〇
〇
五
年
二
月
下
旬
か
ら
五
月	

356



vii

目
　
　
次

一　

用
途
変
更
の
可
能
性	

356

二　

な
ぜ
だ
か
先
延
ば
し	

358

三　

三
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト	

361

四　

メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
は
後
退
、
菅
原
氏
は
離
脱	

366

五　

女
性
だ
け
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
決
定	

369

六　

交
換
に
よ
る
関
係
の
多
面
化
と
安
定
化	

371

七　

運
営
者
が
変
わ
り
施
設
内
容
も
変
更	

374

八　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
併
設
は
了
解
さ
れ
た	

379

第
一
二
章　

再
び
迷
走
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
385

二
〇
〇
五
年
五
月
下
旬
か
ら
八
月

一　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
突
然
の
撤
退	

385

二　

運
営
者
探
し
の
再
開
と
感
情
的
な
離
反	

388

三　

や
っ
と
夫
妻
が
候
補
者
と
面
談
し
た	

391

四　

須
ヶ
崎
市
役
所
へ
の
働
き
か
け	

396

五　

メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
は
後
退
、
Ａ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
浮
上	

402

六　

崩
壊
の
予
感	
407

第
一
三
章　

着
地
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
410

二
〇
〇
五
年
八
月
末
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

一　

有
望
な
候
補
者
の
登
場	

410

二　

交
渉
と
意
思
決
定	

414

三　

煩
雑
な
業
務
の
再
開	

418

四　

細
か
い
条
件
の
詰
め	

421

五　

苦
境	

425

五　

あ
と
一
ヶ
月
半	

428

六　

建
物
の
完
成
と
引
渡
し	

431

結　

び
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
436

建
築
に
お
け
る
交
換
と
い
う
結
び
付
き	

436

契
約
的
な
関
係	

438

紐　

帯	

439

官
僚
制
化	

441

建
築
と
法	

442

建
築
空
間
の
輪
郭	

443

ユ
ー
ザ
ー
の
捨
象	

444

註	

447

文
献
・
資
料
リ
ス
ト	

461

あ
と
が
き	

467

索　

引	

巻
末


